
ネ コハエ トリの クモ合戦のさせ方
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ネヨハエ トリの雄同上を問わせる遊びは横浜市や三

浦半島,房 給半島に分布し,ホ ンチ遊びとして知1ら才t

ている ホ ンチとは ネヨ^エ トリの雄の俗名 である

(川名 '斉藤,1985)こ の遊びはH召和35年頃を境にい

ったん廃れたが,遊 びの消滅を惜 しむ人々が横浜ホン

チ保存会を設立,そ の復活をのぞむ声に支えられて最

近,神 奈川県各地で春先恒例の行事として行われるよ

うになってきてぃる

筆者は子供の頃か ら, さまざまな条件の ドでホンチ

を闘わせながら,ホ ンチを効果的に闘わせる技術を工

夫してきた ま だまだ工夫の余地はあると思 うが1ク

モの行動学的にも竜要なところが多いと思 わ オtろ の
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で,こ のたび日本蜘味学会の池111博明氏の勧めで,そ

れらを紹介することにした な お, このクモの正式な

名はネコハエ トリの雄であるが, 本解説ではホンチと

いう俗名を使うことにする 本 方法の一部はすでに横

浜市こども植物園発行の‖けF(1 9 9 1 )で も紹介 してい

る

1 ホ ンチの採集時期と生息地

横浜市内で,ホ ンチの採集に 一番いい時期は4月 の

ド句である 年 によって 1週門から10日ほど|[1現のビ

ークがずれる 19 9 0年には 4月 20日頃にはた くさん見

られたが,19 9 1年には 4月 に入って冷え込 ん だ た め

か,1週 lrl Dほど遅れた

マサキの■けjtHや植え込みに多い

2 ホ ンチ箱

lllらえたホンチを入れておく箱 (ホンチ箱)は , ス

クト打Ⅲ
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図 1 (ホ ンチ箱の作り方)

厚さ2mmの バルサ材をカッターでそれぞれ 卜の大きさに切る

外箱 底 板 7 5cm×2.6cm l枚 ▲  側 板 7 5cm×1.9cm 2枚

中箱 底 板 5,9cm×2.lcm l枚 ⑥  側 板 5.9cm×1.7cm 2枚

押板 2 5cm×1 65cm 2枚 ●
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(入れ方)

②C)

え ヨ∋一モ

ライドガラス,パ ルサ,祇 を利用 して作る こ の箱の

利点は特別な材料を使わないこと、誰にでも失敗なく

作れること,小 型であること, クモの様子が一 IJで分

かること,中 が汚れたときの始末が容易なこと, クモ

の出し入れがしやすいことである (図 1)

小さなホンチ箱の中へ無理に追い込もうとしても,

なかなか入らない パ ルサ板かガラス板などを利lFlす

るか, ド1主的に入れるようにする (区12)

ホンチ箱から出す時は指先でそっと驚かさないよう

に押してやる (図3)

侑から他にたホンチは通常,上 ′、,明 るい方′、,物

のある方へ行 く曹性がある こ の科性を利用 L′てホン

チを扱 うようにする 何 よりも驚かさないようにする

のがヨツである ま た,弱 るので,絶 対に手でつかま

ないこと

(出し力)

指先でそっと

ll「してあげる

少しドか')ジャンフさせ
ド1然に人f )せる

精の lをイHいに糸か
あると人らない
ことが多い

中へ入れてやると,す ぐにつかまえて食べる

′ヽ工や蚊が採れない時|よ,お めの砂附水ても代用て

きる ア、ポイトでホンチ箱の中へ,飲 みきれるだけの

分置をつけてやる

また, ときどき水をうえてやるとよい

4 ク モ合戦 (ホンチ遊び)の コツ

1)バ ルサ板

ホンチを開わせるいわば土使であるが,筆 者lk 2枚

のバ′しサ板を使用している (10 cm×8cm× 2 mln)

バルサ板を片子に持ち, もつ一方の子で板 Lに ホン

■を出す 空 いた手にもう一枚の′ミノレサ板を持って,

別のホンチを前の板 L力、 新たな板 Lに出 す の で あ

る

ホンチtよ板上を歩きILilるが,板 を中空に支えてい,t

ir,板 の外に飛び出すことはあまりない に に飛び出

したとしても,ク モの進む方向に根を出してやればま

た乗っかってくる

2枚 のパルサを動か して, 2頭 のホンチをなるべ く

向然に対面iさせるようにし,で きるだ|) 一`枚のlll上に

2頭 をのせてやるとよい

2頭 がケンカヒ′始めないときでもすぐにあきらめず

に,数 |百1対酌Fさせてなる 四 つにれどんだ後|よ様 rを 見

ながら,攻 められている方にバルサ (土俵)を つけて

あ|ゲろ 攻 めてヽヽる方は腹部をピクピクさt=てヽヽるの

て判断できる (図 4)

このバルサ板の利点は軽いので長く持っていても疲

れないこと1ホ ンチを押 しつぶした りする″心配がない

こと,お いのでホンチを乗せやすいこと,小 型てある

ためホンチどうしが出会 う確率が高まることである.

そのままかぶせる

図 3

5.ホ ンチの飼育

自|には生きているハエや蚊なと

′ミュほどの大きさのものがよい

を与える ヒ メイエ

そのままホンチ箱の
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(出公わせ方)

自然にliキ会うようヤこする

図 4

昔はホンチ箱の中で闘わせたが,箱 が小さいと唆ス

合って負傷するtャ,大 きすぎると出会いの機会がfj/れ

て,闘 い始めないことが多い 適 当な大きさの箱であ

・〕ても,す べってうまく歩けなかった り,ホ ンチの出

した糸がじゃまになって閉えなくな り,戦 意をなくす

場合がある ま た,一 方が逃げに11るともう一方の方も

動常し,闘 わなくなるケースが多t・

ホンチの扱いに慣れてくると,オ ーブンなところで

も十分にコントEl―ルてきるようになる

勝ち負けだけてなく,魅 力的なホンチの動きを味わ

うためにも,オ ープンなところて問わせるのが一番で

ある

2)照 明

日陰よりも日向の方が活発に問 う し たがって1樹囲

にあまり人が朱まって陰にならないようにしたい 照

明は人工光源でもよい

3)合 戦時の注意

空腹状態の時,相 手の後ろ姿を見ると,飛 びつき,

岐みついてしまうので注意する ま た,見 ている人が

大声を出した り,ホ ンチを指 さした りすると,ホ ンチ

は驚いて開いを止めてしま う

5.闘 いの行動学

1)lLLl休差

戦意をいつでも強 く出すものと,あ まり出さないも

のがある

2)他 のハエ トリグモとの問い方の相違点

最 も異なるところは,「1分の触腋と相手の触肢をカ

ギ】人にからませ,号 |き|」けれう点である (触肢の引き

つけ)こ うすることにより相互が密着 し, お互いの

キバで相子を負傷させることはあまりなく,相 撲のよ

うなFy3いぶ りになるのである ま た)相 手を持ち Lげ

てしまうことがあるが, この r触肢のづ|きつけ」がな

(Hi使のつけ方)

いと出来ないように思う

3)気 温による影禅

15°C程 度を境に気温が 低 くなるほど戦意が 弱くな

り,闘 う確率は低 くなる

4)戦 忘の誘発

イ)2頭 のホンチがあまり岡わないとき,比 較的新

しく,や わらかい巣が張られているネンチ箱を取 り,

先に, より戦意のない方の 1頭 を向上的に箱の111に入

|【、体を使わすようになったら,別 な方向からもう一

方を同様に入れる 両 者とも体を十分長わすようにな

った後で,出 会 うようにするとよい こ の時は,間 仕

切りのない 27ヒ分のスペースのホンチ箱がよい

口)メ スを使って求愛誇示行動をさせ,興 奮 させた

後で両者を出i会わす

′ヽ)負 けて問もないホンチ (Aと する)に 戦意を|||

させるには,桐 子とにてかな り小さめなホンチ (Bと

する)を 送び, 2枚 のパルサtlR上にそれぞれを乗せ対

1高させた後, Aが 逃げないうちにBを バルサ板ごと引

き,あ たかも逃げたように見せかける こ れを教陣|く

り逆すとAは 戦意を出し,脚 をふ りあtずるようになっ

てくる か な |)やる気になってきたら,小 さめの戦意

の強いホンチと闘わせ,こ れに勝てば向信 を 口1復 す

る

イ)P)ハ )を 併用してもよヽヽ

5)勝 者と敗者による行動の本H違

勝者 :一度勝つとますます闘争心を聡やし,動 作も

いっそう機敏になる 「ケン (第1脚)を スがく|(第

2脚 で第 1脚 をす平くこする)こ とも多(L

卜1を置かず, 5, 6円 1連続で勝ち,卯t奮状態になる

と,相 手を見ても,脚 をふ りあ!ずず, に酌Fからでも飛

びついて岐ムつくことがある オ ス'コ問争でも険式的

行動はなくな り, このような時はメスを見せてく)嘘み

Ⅲ勢の方に 11使をつける
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殺してしまうことが多い

十二常な状態の場合, と くに空腹でない限 り, ホンチ

どうしが正面を向き,対 面した状態では,相 手に飛び

つき,唆 スつ くことはほとんど無い

しばらく時間を置くと, もとの状態に戻る

たとえ負傷しても勝った場合は,弱 ったしぐさをあ

まり見せない

敗者 :多 くの場合,戦 意を無 くし, 可復には少し時

間がかかる IJ復 には,か なり個体差がある

負傷して負けた場合は,い かにR)弱って元気のない

しぐさになる
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国際動物命名委員会会報より

小野 展 品」

本誌 95号 46～47貞所弦以降に The Bulletin Of

ZOO10FiCal Nomenclatureに掲載された本会関係の記

卓は以下の通 りである

尚,国 際動物命名委員会についての説明は本話86号

の19頁にあるので参照されたい

46巻 4号 (1989年12月19日発行)

i提訴i

S  A  S T o c K w E Iィ L & H｀ 「ヽ L E V I :  ガ ″″ん″ざ υ″″αけ?バ

(currently こヤ′,7ヵャrrっ'df、 そ,デナr`rrrrボ; Arachnida)

ScOIpionida): propOsed recognition Of ヽ V()ol)

(1863) as author of thc spectic name and

desiArnation oF a lleotypc,and Cを ″才r″′‐′て、71r′!′=ナ

(currendy(rf′ 2r′・rr〆θ′″♂ざ んど′材ご′)BANKS, 1904:

proposed conservation Of the specinc name

romcial Ltts(L)お ょび ()品cial lndexes(I)にな

録 された学名!

Fan■ily―grOup namei

Cheliferidac ヽ VESTW`)OD, 1838(L) [()pinio11

1542]

(3eneric names:

!4“ご″,α KEIFER,1944(Iフ )[Opinion 1521]

(ち〃lヵ″ GEoFFROY,1762(L)EOpinion 1542]

(b′θ″″″″s NEWKIRK et KEIFER, 1971(Iィ )

[()pin10n 1521]

ガ″デθ′乃メαド voN SIEBOrッ I), 1851(Iッ )[()pinion

1521]

P/1ゴ″θ少ヵrざ DuJARDIN, 1851(L)EOpinion 1521]

Speclac names:

`!そ'ご′′α″̀ ″)P77、ド″θクと″下, NALEI)A, 1889(L)

[()piniOn 1521]

位"仰 ″ 夕s, Aご び パ ,L I N N A E U S , 1 7 5 8 ( Iッ )

[()piniOn 1542]

ごrlブ・プ′″, P7P」ォθ夕′rrざ,「 RAUENFEIィ D,1865(I)

[Opinion 1521]

ごο′ザ′を と′〃``′ャ ′,2)P/2」 ″οクと″S,TARGl()NI‐ TOZzETTI,

1885 (I) [()pinion 1521]

g`ιだプビ″rt2″4, E″ ′θp77メタざ, KEIFFER, 1964(L)

EOpinion 1521]

夕jど″rFθと多ィ〃αヵ″ガ,Aご4々パ,VALLOT,1836(I)

[Opinion 1521]

抑 ″F, P77ゴよリクrrィド, PACENSTECHER, 1857(L)

[ O p i n i o n  1 5 2 1 ]

′″′ウ ″σ, ガ ″′θ夕/1)'でヽ,KEIFER,1938(L)[()piniOn

1 5 2 1 ]

47巻1号 (1990413月27日発行予)

【提訴1

X t I . S  H A R V E Y : i `′ ′
‐
oこんで″″夕s  B E I E R ) 1 9 3 0 ( A r a c h n i d a ,

Pseudoscorpionida):  proposed conflrmation of

ごんで′α″つクボ プご″れ!rrrド BANKS, 1895 as the type

spcclcs.

R B. HAIッ I″II)AY: 戸 o′0ボ′αざタアド ざどイわみ̀ ィ″カィボ var.7r7わ ″ざ―

rどィ′′バ  BERLESE, 1904 (currently M毬 ご′
‐
οごんノαざ

′r177rパ″どr′″ドi Arachnida, Acarina)i prOposed

conservation as the correct  spellillg  of the

spe(:inc name

47巻 2号 (1990年6月 29日発行)

[論評]

R J RA▼ ENi COn■ mcnt on the prOposed precedence

()f `4少72077θ,どんメてr PococK, 1901 (Arachnida,

A raneae)over 史 71t2`/2つドナた2 SIMON, 1892.


